

















PETRUS IOHANNIS OLIVI, Quodlibeta quinque: Ad fidem codicum nunc primum edita cum 





















1 オリヴィの生没年に関しては例えば次を見よ：BURR, D., “The Persecution of Peter Olivi,” Transactions of 
the American Philosophical Society 66/5, 1976, 5. 
2 『任意討論集』の第一から第三までの著述年代については次を参考にした：PIRON, S., “Franciscan 
Quodlibeta in Southern Studia and at Paris, 1280–1300,” in SCHABEL, Ch. (ed.), Theological Quodlibeta in the Middle 






































（Defraia, 175, 4–5）となっている。 
4 第五問題の本文では「任意の類において、その類の内のあらゆるものの尺度である最小の同一のもの
は何か。すなわち、それは最も特殊な種〔species specialissima〕であるのか否か」（Defraia, 180, 5–7）と
なっている。 
5 第八問題の本文では「人間知性は一つの形象によって、種に即して複数のものをそれらがそれらであ
る限りで知解することができるのか否か」（Defraia, 192, 5–6）となっている。 
6 KÖHLER, Th.W., Der Begriff der Einheit und ihr ontologisches Prinzip nach dem Sentenzenkommentar des Jakob 
von Metz O.P., Roma: « I. B. C » Libreria Herder, 1971, 361–475. 
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7 PETRUS IOHANNIS OLIVI, Quaestiones in secundum librum Sententiarum, q. 12 (ed. B. JANSEN, vol. I, Quaracchi: 


































テン語の《diuidit substantiam et materiam et compositum》（Defraia, 176, 7–8）は「実体と質料と複合体を分
けている」ではなくて「実体を質料にも複合体にも分けている」と訳すことにした。すなわちこの場合、
オリヴィの著述では「形相」のことが省かれていると理解することになる。 









が「基本存在」と訳されている（cf. 同、25頁、註 16）。 
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10 Defraiaでは《est per existens》（177, 17）となっている箇所を《et est per se existens》と読み替えること
にした。 
11 アリストテレス『分析論後書』第 1巻第 27章 87a36「「単位」は「位置のない実在」であり、「点」は
「位置ある実在」である」（高橋久一郎＝訳、「分析論後書」、『アリストテレス全集』、第 2 巻、今井知
正、河谷淳、高橋久一郎＝訳、岩波書店、2014年、436頁）。高橋訳で「位置ある実在」と訳されている
ものが《posita substantia》のことだと思われる。このことについては次も見よ：Kolbinger, F., Zeit und 
Ewigkeit: Philosophisch-theologische Beiträge Bonaventuras zum Diskurs des 13. Jahrhunderts um tempus und 














































13 《individuatio》を「個体化」ではなく「個体性」と訳すことについては次も見よ：PICKAVÉ, M., “The 
Controversy over the Principle of Individuation in Quodlibeta: a Forest Map” in SCHABEL, Ch. (ed.), Theological 
Quodlibeta in the Middle Ages: The Fourteenth Century, Leiden – Boston: Brill, 2007, 55–56n126. 
14 Defraiaでは《alio numero》（177, 35）となっている箇所を、内容を考慮して《alia numero》と読み替え
ることにした。 
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リストテレスの自然学的な言説であろう。Cf. アリストテレス『自然学』第 1 巻第 4 章 187a12–b7；ト
マス・アクィナス『「自然学」註解』第 1巻第 8講（SANCTI THOMAE AQUINATIS, Opera omnia iussu impensaque 
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※本稿は、JSPS 科研費 17J00136 および 18K12191 の助成を受けたものである。翻訳の作成
にあたっては、小沢隆之氏（慶應義塾大学）より数々の有益な助言を頂戴した。この場を
借りて最大限の謝意を表したい。 
  
